
「浮遊す る風景」

一 ボス コ トレカーゼの 「聖 なる牧歌 的風景

Sacro-IdyllicLandscape」 を 中 心 に 一

辻 成 史

プ ロロー グ

ひ とつの風景画 として見 るときに、ヴェス ヴィウス山麓のボス コ トレカーゼか ら発掘

された大別荘壁画の風景、 とりわけいわゆる 「黒の部屋」 を飾 る風景画ほ ど異様 な美 し
の

さを湛 えた作品はない。 現在残 っているの は、東 ・西 と北面の三面であるが 〔挿図1〕 、

ここではまず保存状態の よい北壁 に拠 って観察 しよう。 〔挿図2〕 床 面か ら立 ち上が

りほとん ど3メ ー トルに達する壁 面は、腰板の部分 を除いて全面的に漆黒 に塗 られてい

る。壁面 は、非常 に抽象化 されているが、原形 はエデ ィキュ ラ 〔神殿正面形縁枠〕で

あった装飾的な建築的枠組に囲まれた中央画面 と、 同 じく抽象的できわめて繊細 なカン

デラブルムのモティーフを軸 とする、左右 のよ り狭い画面か ら成 り立 ってい る。 これ ら

装飾的枠組 自体 にも興味尽 きない ものがあるが、 まずはその中央画面 に注 目しよう。

上に述べた ように、壁面全体は一貫 して漆黒 に塗 り込め られている。 その中央画面の

軸上、やや上寄 りの ところには、一辺約30セ ンチの正方形 のスペース を占め、 まるで舞

台 の上 でスポ ッ トライ トを受 けている ように華 やかな色彩 に輝 く風景が描 かれている

〔挿図3〕 。主題は典型的な古代 ローマの「聖 なる牧歌 的風 景Sacro-IdyllicLandscape」 で

ある。 「聖 なる牧歌 的風景」 とは、共和制末期か ら帝政初期 にか けてのローマ絵 画に頻
2)

繁 に現れる、一群 の特定のモティーフを伴った風景画 を指す。 「黒の部屋」北壁の風景

を見るな ら、中央 には低い塔 のような、上階 に格子状の窓を設け、片流 れの瓦屋根 を戴

いた小神殿が側面視 で描かれ、その正面(画 面に向か って左 側)に はポルティコが設け

られている。 また神殿 の鑑賞者の面 した側面 にも、破風 を戴いた小 さな出入口が設け ら

れている。

正面 ポルテ ィコの頂 きにはカンタロス状の容器が置かれ、側面 には上か ら花練が下が

り、床面 には手摺 りあるいは柵 〔バ ラス トレー ド〕が付せ られてい る。正面の小階段 の

下 には礼拝者が腰 をかがめて祈 ってい る。 さらにその背後 には、方形 の囲いの中か ら背
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の低い樹木が立 ち上が り、その根方、画面左端 に、 もう一人のよ り小柄な礼拝者が描か

れている。

中心 となる塔状の神殿の前後 にも樹 木が伸びているが、 とくに画面 向かって右手の樹

は一段 と丈高 く、その中程の ところには大 きな蛇の巻 き付 いてい るのが見 られ る。上述

の正面の囲いの中の樹木の根方 にも、小 さい蛇 らしい ものが見 られ る。画面右端 には高

い塀(お そ らくスコラ)が 設け られてお り、その頂 には両手に松明 を持 したヘ カテ とお

ぼ しい神像が立っている。塀 の左の地上 には、卓 あるいは柵の ようなものが置かれ、そ

の奥 にまた一人、腰 をかがめ る人物が描かれている。柵上 には四個の小 さなカ ンタロス

の ようなものが置かれている。

画面右端か らは、小 人物 を伴 い、棒 に挟んだ御幣の ような ものを手に持つ参詣者が、

塀の上の神像 を仰 いでいる ように見 える。神殿 の外壁 には様 々な武具の ような奉納物が

掛 けられ、その手前 の地上を、何 か荷 を背負った人物が右 に向かって歩んでいる。 これ

らのモテ ィーフは、いずれ も以下に観察す る様 々な 「聖 なる牧歌的風景」 の諸例 に共通

す る民衆 的祭祀 に関連 したモティーフである。

1

紀元後79年 のヴェスヴィウス火 山の大爆発 によって埋没 したのはポ ンペイばか りでは

ない。埋没 した諸 邑のひ とつであるボスコ トレカーゼ 〔地 図1参 照〕は、1903年 、鉄道

の敷設 に伴 って発見 され。そ こか ら発掘 された大別荘の壁画の中で も比較的良好な状態

にある部分 は、同 じく近隣のボスコレアー レか ら発見 された大壁画 とともに、ニ ュヨー

クのメ トロポリタン美術館に収 め られている。残 りの部分 はナポ リの国立美術館な どに

分蔵 されてい る。別荘 はおそ らく最初大 アグリッパ(64/63～12B.C.)に よって彼 の

最晩年 に計画 され、その没後に未亡人 となった アウグス トゥスの娘ユ リァと、父の死後

に誕生 したアグリッパ 〔ポス トゥムス〕 によって完成 された。およそ紀元前10年 頃の制
の

作 とされ、装飾 の主たる部分は第三様式の初期段 階に属 している。

現存の壁画は、それぞれ通称 「黒の部屋Blackroom」 、「赤の部屋Redroom」 、 「神話

的風景MythologicalLandscapeの 部屋」 と呼 ばれ る三室 の装飾か ら成 り立 っているが、

この壁画に関する限 り、私見であるがブランケ ンハーゲ ン(1962)の 記述 と分析の右に

出る ものはない。従って、拙論 に引いた基本的事実の大部分が彼 に依拠 していることを

隠すつ も りはない。 ブラ ンケ ンハーゲ ンによれば、 ボス コ トレカーゼ の画家 こそ真 の

ローマ絵画の改革者であ り、その創造 は長 く後代 にまでその跡を残 している。 ここで拙

論著者の口で贅言 を費やす無駄 を避け、彼 の結論に直接訊 くこととしたい。
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「[この壁面 においては]風 景が今や唯一の再現 的な装飾 であ り、 ここで初め て風

景画が壁 面の中心 を占め ることとなる。全体 に対す るその支配的 な地位 は、その構 図

において も、 さらにその周辺の部分 に対す る関係 に も反映 している。

ヴィニェ ッ ト[小 画面]は 黒 の背景 の広大 な広が りの上 に置かれた、簡潔 で光 に満

ちた場面 である。場面 には画枠 が伴 ってお らず、そのためかえって無性格 な背景 を構

図の動 的な要素 に変 え、それによって背景の 「黒」の意味 を変えて しまっている。 し

たが って[ヴ ィニ ェッ トの]場 面 は遠近法 によって縮小 された巨大 な風景 ともみ える

し、測 り知れぬ深み を持 った展望 とも、夜 の闇の中に漂い、遥か にあ って光 り輝 く風

景 とも見えるのであ る。

同 じような効 果は 「赤絵 の部屋」において も達成 されている。風景 自体 の雰囲気 的

遠近法 によって、 その背後 の白は空気 と見る ことも出来るが、同時 にそれは全 画面 の

背景で もあ り、風景 は画面の面積 の半分 しか占めてい ない。 この ように して風景 はあ
4)

たか も空 中に浮遊 しているように見 える。」

筆者が もっ とも敬服す るのは、彼がボス コ トレカーゼの、それ もとくに 「黒の部屋」

の作 品に、イ リュージ ョニスムに基づ く絵画空間 とそれ自体 としては再現的価値を持た

ない漆黒の壁面が連続 していることに注意 を向け、そこに一種の存在論的緊張感の生 じ

るのを見て取 ったこ とである。

「しか し、 これ ら絵画 が壁画であ ることを考 えるな ら、壁面 と背景 とは根本 におい

て関係付 け られてい る。壁 を壁画の構図の背景に見 せ るとい うこ とは自明 な方法 に思

える。 とはい え、 この ような壁 の用い方 は決 して当た り前 の ことではない。 ボス コ ト

レカーゼの絵画 においては、 そのことはつ ま り壁 が空気 を示唆す るように用い られて

5)

いること、つ まり限定 を持 たぬ深 さを示唆 してい ることを意味す る」

私見ではあるが、 この ような壁面/画 面 とい う 「両義性」 は、イ リュージ ョニズムの

支配す る近世以降の西欧の 「古典的」絵画にはほとん ど見 られることが無 く、む しろ中

国 ・日本絵画 における 「余 白」 に通 じる ものがある。 この点は結論において改めて論 じ
s)

る こ と とな るで あ ろ う。

II

ここで、第三様式の発端 に位置す るボス コ トレカーゼの壁画の特色 を明 らか にするた

め に、それに先行す る第二様式 における 「聖なる牧歌的風 景」の代表的 な例 を観察 して
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お きたい。 ちなみに、 「聖 な る牧歌 的風 景」の流行 に関連 して必ず引用 され る原典 は、

大プ リニウスが紀元後77年 にテ ィ トゥス帝に献 じた 『自然 史』XXV、116ffの 中で、ア

ウグス トゥス帝時代の画家ス トゥデ ィウスについて述べ た以下の箇所 であ る。

「また神君 アウグス トゥス時代の[画 家]ス トゥデ ィウスにも正当な評価 を与える必

要が ある。彼は きわめて魅力 に富 む壁画の形式 を最初 に手が けた人であ る。すなわち

別荘や柱廊、種 々さまざまの風景一神域、森、丘、池 、運河、河川、海岸、人がのぞ

み得 る ような景色のすべて一 そ して さ らにさまざまな活動 にいそ しむ人 々、歩行者

や航行者、小 さなロバ ない しは馬車 に乗 って別荘 に向か う人々、釣 り人、鳥 を猟す る

人々、狩猟や収穫 に出かけ る人々な どを表 した壁画であ る。彼 の作 品には沼沢地にた
7)

つ貴人の別荘 を描 いた ものが何 点か存在する。(以 下略)」(ペ ーテルス1991に よる)

さて、 これ ら特定の主題 に拠 る風 景画 は、 第二様式 の下 では大別 して二つの方式 に

従 って行 われた。その第一は、壁面の中央 を占める大画面、いわゆるメガログラフィア

として描かれた場合である。 しか しなが ら、第二様式の壁面中央 に大画面 として描かれ

た諸例 には、先 のプ リニウスの記述 にい われた ような各種 の祭祀 の場面や風俗 的モ

テ ィー フは描かれない。典型的な例 としては、紀元前30年 頃アウグス トゥスが ローマ市

のパ ラテ ィー ノの丘 に営 んだ 自邸の壁画、就 中 「仮面の問」の装飾がある。 ここではそ

の西壁面を取 り上 げて見 よう'o壁 面全体 をほぼ三部分 に分割す る建築モティーフは、 ボ

ス コ トレカーゼの抽象 的かつ繊細 なそれ と異 な り、イリュージ ョニスムを駆使 して十分

な立体感 と奥行 き感 を実現 してい る。 〔挿図4〕 中軸上 に画面 を圧 して描かれているの

は、ベテユルスbetylusと 呼ばれる神器で、起源 につ いて は諸説あ り明 らかではないが、
8)

アポ ロ神 の属 激 と して、 アウグス トゥス帝の アポ ロ信仰 との関連が指摘 され ている。

ベテユルスの背後 には聖樹 の枝が伸 び、槍 とおぼ しきものや籐が寄せ掛 けられているの

は、おそ らくヘカテ/ア ルテ ミスへ の献物 であろ う。聖樹 の背後 には湾 曲 したス コラの

高い壁がそそ り立 ち、その頂 きには多数のカンタロス状 の容器が並べ られている。

ここで特徴 的なの は、い っさい風俗的な人物像が排 されていることである。場面 は全

く無人 であ り、象徴的 なべ テユルス、ス コラ、聖樹 と奉納物以外 には とくに目立つ モ

テ ィーフはない。第二様式においては、世俗 ・風俗的モティー フに代 わって、 しば しば

神話 的な主題が これ ら宗教的象徴物 の周 囲や前面 に配 された。その典型例はいわゆる

「リヴ ィアの家」 のタブ リウムに描かれたイオ とアルゴの場面である。 〔挿図5～6〕 中

央一・段 高いところに聖柱 と聖樹が描かれるが、それを取 り巻いて物語 的人物がい る。 こ

の ように中軸 を占め る宗教 的モテ ィー フと神話場面の組み合わせの伝統 は、 ボス コ トレ

カーゼの神話 的風景画 にも引 き継がれて行 く。
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同 じく第二様式 に属 する作 品群 の中で も、 この ようなメガログラフィア とは全 く異

なった表現方式 と主題 に関わるのは、 フリーズ 〔帯状画面〕に展開する 「聖なる牧歌的

風景」で、その典型例 は同 じく 「リヴ ィアの家」 の通称 アラを飾 る有名 な 「黄色の ブ

リーズ」である。 ここで初 めて我 々は、先のプ リニ ウスが画家ス トゥディウスの発 明に

帰 した様 々な主題群 に出会 うこととなる。詳細 な記述 はロス トヴツェヴ らに譲 るとして、

四部分か らなるそのフリーズの うち、 とりあえず挿図に見る画面左端か らそのい くつか
9)

をた どってみ よう。 〔挿図7〕

左端 には背 に何か を背負 った人物が大股で右 に向か って歩んでお り、その手前 に、頂

におそ ら くべチュルス と思われるものを戴 く柱が立つ。その右 には祭壇 のような石積 み

が見 えるが判然 としない。 さらにその右 には、背に荷物を積んだ背の高いラクダと、そ

れ を牽 く人物が右か ら画面手前 に向か って歩 いている。 これ らの人物群 の画面奥 には、

大 きく半 円を描 くポルティコ、様 々な建築群や橋 とおぼ しいもの、 さらには船 の帆の よ

うなものが見える。 これ ら背景のモティーフは、複製画か らは明確 な同定 は不可能だが、

後 に触 れるように、同 じ図像 レパ ー トリーを共有す るローマ市 のファルネジーナ荘 、あ

るいはボス コレアー レ出土のファンニ ウス邸の装飾か らほぼ推定す ることが出来る。

その右 にあるのは、先のボス コ トレカーゼの壁画に見 たものに酷似 した、塔状の神殿

あるいはヘロー ン 〔英雄記念堂〕の ような建築物である。上階には格子の嵌 まった窓を

設 け、正面には簡素 なポルティコ、側面 にも手摺 りのあるバ ルコニーのような張 り出 し

を設けている。 ここではポルテ ィコの前面 に大 きなア ンフォラを置 き、側面 のアプロー

チの ところには、手 に小 さな レキュ トスのような容器 を持 ち、喪の姿勢で手摺 りに免れ

る女性像が置かれている。

さらに右 に続 く箇所では、 中景に大 きな橋があ り、そこに再 び荷 を負 って大股 に橋 を

渡 る人物が見 られ る。橋 の中ほ どには、反対方 向か らこち らに向か う大小二人の人物

〔女性?〕 が描 かれてい る。河 の対岸 には大 きな神殿状 の建 物、 あるいは円屋根 など、

都市の景観 らしきものが見 られ る。代わって画面 の前景には、成人の女性が少女 を伴 い、

地表 の 自然の岩石 を祭壇 に用 いて犠牲 を捧 げている。挿 図の右端 には、 コルヌコピァ

〔豊饒の角〕 を持ち、高いボデ ィウム上 に立つ神像 〔イシスか?〕 、その脚下でそれ を賛

仰す る男性がいる。神像の背後 には、座 ってい る人物に第二の人物が向い会 って、施 し

をしているかの ような場面が描かれている。

ここで、以下の議論 のために とくに意義 あると思 われる点 を予 め二、三指摘 してお こ

う。そのい くつかは、すで に先達の研究者 によって指摘 されているが、第一・に画面全体

が高所 か ら眺 めた ような、 いわゆ る鳥鰍的な視 点で構 成 されている ことに注 目したい。

しか も各 モティーフは側面視で描かれてお り、 この点で 「黄色のフリーズ」 は、例 えば

有名 なパ レス トリーナ出土の 「ナイル河風景」モザイク 〔挿図8〕 の ような、先行す
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10)
る共和制末期 の地誌的景観図の伝統 に従 っている。 だが、問題点の第二 として、 この

ようなフリーズ方式 による 「聖 なる牧歌 的風景」 と 「ナイル河風景」 の関連 は、単 に一

般的 な空間的構成の類似 にとどまらない という事実 を挙 げたい。 というの も、すでに見

た ように、一見小 さなディテイルではあるが、荷 を積 んだラクダ、 さらにはイシス像 と

いった、 きわめてエ ジプ ト的なモテ ィー フが ここに登場 しているか らである。 また 「黄

色 のフリーズ」 には随所 に帆船や手漕 ぎのボー トの類の浮かぶ水上風景が配 され、 ここ

に描かれた場面が単 なる民衆的祭祀の場ではな く、全体 として壮大な水辺風景 として描

かれていることも、一一般的であるとはいえ一 「ナイル河風景」 との密接 な内的対応 を

示 している。 これ ら 「エジプ ト趣味」のモティーフは、次 に論 じるように、ローマ市の

ティベル河畔 にアグ リッパ によって建設 されるファルネジーナ荘装飾 においてい っそ う

顕著 とな り、そ こではさらに立 ち入った議論が必要 となるであろ う。

しか し一方的に 「聖なる牧歌 的風景」 と 「ナイル河風 景」 との類似 点ばか りを強調す

ることは、 これ また問題 の本質か らの逸脱 を招 く。例 えば、先 に両者が ともに鳥撤的視

点 によって構成 されている と述べたが、そ こにはまた明 らか な違 いがあ り、 しか も時を

追 ってその違いが明確 となって くる。す なわちパ レス トリーナのモザイクは基本的には

地誌的であ り、例 えば我が 国の一群 の 「参詣曼茶羅」 の ように、地 図的要素 とともに、

いわば 「何 々づ くし」 ともい うべ き描 かれた土地に固有 な 〔この場合 はエ ジプ ト固有の
11)

異国趣 味的な〕モテ ィーフを惜 しみ な く展 開 しているが、 「黄色のフ リーズ」の画家

の狙 いがそのような異国趣味の展 開でなかったことは明 白である。 もしそ うであったな

らば、 この フリーズ作品に溢れる雰囲気的遠近表現 は明 らか にそ ういった 目的には合致

しない。つ まり 「参詣曼1羅 」 にあっても 「ナイル河風景」 にあって も、そこに描かれ

たモティーフはすべ て平等 に 「読み取 られるべ く」表現 されてお り 一換言す るなら平

等なvisibilityを 備 えてお り一、その点で 「黄色の フリーズ」は、極言す るな らほとん

どロマ ンテ ィックな、主観的情緒的雰囲気描写 を目指 してい るといえないであろうか?

見逃 してならないのは、 この ような一種 の 「ロマ ンテ ィックな」雰 囲気 的遠近表現 を

実現す るために、 「黄色の フリーズ」の作者 は、先行 する地誌的表現 に不可欠 であった

非常 な高所か らの鳥鰍的視点を思い きって下 に降 し、かな り登場人物 の視点 に近づ けて

いることである。そのために遠景のモテ ィー フは近景のそれに よって各所 で遮 られ、 ま

たそれによって空間の深みがい っそう強調 されてい る。

ファルネジーナ荘 を始め として、続 く第三様式 に向かっての 「聖 なる牧歌的風景」 の

展開 をた どって行 くと、 「ナイル河風 景」 とそれ とを分 けるこのような特色が、年を追

うていっそ う顕著 になって行のは明 らかである。では第三様式 における 「聖なる牧歌的

風景」 は、その母体 ともいえる地誌的表現 と絶縁 し、 もっぱ ら主観的、 さらにいい うな

ら 「哀歌的elegiac」 な表現 に向か ったのであろ うか?答 えを先取 りす るな ら 「否」
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である。筆者の観察が正 しければ、そこにはナイル河 に替 る新 たな地誌 的根拠が存在 し

た。 ただその新 たな地誌的根拠 は、それ 自体が一種の逃避の場 であ り、詩的空想の空間

にと彷径 い出て行 く。次の発表の機会 にはその点をさらに詳説 したい。 〔この項続 く〕

注

1)以 下 の 記 述 は 主 と し てAnderson1987/88(下 記 注2)の ⑥)に 拠 っ て い る 。

2)「 聖 な る 牧 歌 的 風 景 」 に 関 す る 論 考 は き わ め て 多 い が 、 と り あ え ず 本 稿 の 執 筆 に 際 し 直 接

参 考 と し た も の を 、 第 二 次 大 戦 後 の 論 を 中 心 に 年 代 順 に 挙 げ る こ と と す る 。

①Rostovtzeffl911:M.Rostowzew,"Diehellenistisch-romischeArchitekturlandschaft",Des

KaiserlichDeutschenAychaologischenInstituts,RoemischeAbteilung,XXVI{Rom,1911),

pp.1-186.

②Blanckenhagen,1962:P.H.vonBlanckenhagen-Ch.Alexander,ThePaintingsfrom

Boscotrecase(=MitteilungendesDeutschenArchaeologischenInstituts,6.Erg.}(Rome,1962).

OPeters1963:W.J.T.Peters,LandscapeinRomano-CampanianMuralPainting{Dissertatie

Groningen,1963)

●Krautheimer1983:R.Krautheimer,ThreeChristianCapitals.TopographyandPolitics,

(Berkeley,LosAngels,London,1983)

OPurcell1987:N.Puarcell,"TombandSuburb",H.vonHesberg-P.Zanker,Romische

Graberstrassen,(M伽chen,1987)pp.25～41.

OAnderson1987/88:M.S.Anderson,PompeianFrescoesintheMetropolitanMuseumofArt,

MetropolitanMuseumofArtBulletin(Winter,ユ987/88).

⑦Leach1988:E.W.Leach,TheRhtoricofSpace.LiteraryandArtisticRepresentationsof

LandscapeinRepublicanandAugustanRome,(Princeton,N.J.1988).

⑧ ペ ー テ ル ス1991:W.J.H.ペ ー テ ル ス 、 「カ ン パ ニ ア 壁 画 に お け る 風 景 」、G.C.イ レ ッ リ

ほ か 編(青 柳 、 篠 塚 訳)『 ポ ン ペ イ の 壁 画 』、1(東 京199ユ)、pp.256～269。

⑨ 青 柳1992:『 皇 帝 た ち の ロ ー マ 』(=中 公 新 書llOO)(東 京1992)。pp。149～159ほ か

⑩ 青 柳1997:青 柳 正 規 編 著 『古 代 地 中 海 と ロ ー マ 』(=小 学 館 『世 界 美 術 大 全 集 』V)(東

京1997>、 と く にPP.254～261。

1iAuyeaRoma2000:CommunediRoma(acuradiS.EnsoliedE.LaRocca),AureaRoma

dallacittdρ αgα%αallacittdcristiana,(Roma,2000).と く にpp.91～133:Capit.3,"Lo

splendoredelvuoto:Ipalazzisenzaimperatori"お よ びpp.156～158:B.Brenk"Icostruzioni

sottolachiesadeiSS.GiovanniePaolo".

12Baldassare2002:1.Baldassareetal.,PitturaRomana,Dell'elenismoaltardo-antico(Milano,

2002)

上 記 以 外 に も こ こ に 引 く べ き 多 数 の 論 が あ り 、 と く に 、Beyen、Dawsonな ど は 欠 か す

こ と が 出 来 な い が 、 時 間 の 関 係 そ の 他 で 詳 し く 当 た る 折 り が な か っ た 。 ま た ボ ス コ ト レ

カ ー ゼ の 神 話 的 風 景 を 論 じ た 拙 著PolyphonicVisibilis,1:theStudyofNarrativeLandscape

(=ProceedingsoftheFacultyofLettersOsakaUniveyisty,㎜)(Osaka,1989)も こ れ に 関

連 し て 参 照 さ れ た い 。

3)Anderson{1987/88},pp.37ff.

4)Blanckenhagel962,p.52～53,etpass.

5)Andersonl987/88も こ れ ら の 壁 画 に つ い て 的 確 な 記 述 を 残 し て い る が 、 こ の 小 風 景 画 を 、

先 行 す る メ ガ ロ グ ラ フ ィ ア の 大 風 景 画 に 対 す る 「パ ロ デ ィ ー 」 と 解 し て い る 〔p.11〕 の は 、
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首肯 しがたい。 メガログラフィアにお ける風景 については前 出注2)中 の拙 論 を参考 され

たい。

6)こ の点 に関 しては、辻成 史編、武 田恒夫他著 『伝 統 その創 出 と転生』(東 京2003)pp.

30～35に おける武 田氏の発 言が重要で ある。 日本美術 における余 白については、最 近の優

れた業績 として鬼原俊枝 『幽美 の探求 一 狩野探幽論』(大 阪1998)、pp.227ff。 を参照。

7)周 知の よ うに古代 ローマ絵画 は、 「聖なる牧 歌的風 景」の盛行 に先立 って、 ホメロスの叙

事 詩等 に関連 した大規模 な風 景画 フ リーズ(帯 状画 面)を 展 開 させ ていた。 その典型的

(とい うよ り現存す る限 りで は唯一の)実 例が、紀元前50～40年 頃 に年代 付 け られ る、い

わゆる 「オデ ュッセイアの風景」 であ る。 これ は1848年 にローマ市内のエスキ リーノの丘

の近辺 で発見 され、現 在その主要部分 はヴァテ ィカーノ美術館 に、一一部 は最 近 ローマ終着

駅前 に再 開された国立 ローマ美術館 に収蔵 されてい る。紀元前25年 頃の ヴィ トルヴ ィウス

の風景画 に関す る発 言は、 これまた しば しばこうした大風景画 フリーズ に関連 させ られ て

いる。

「彼 ら は長 い廊 を 、 際 立 っ た場 所 の 表 現 、 さ ま ざ ま な風 景 を も っ て飾 った 。 そ こ で 描 い た の

は 、 港 、 丘 、 海 浜 、 河 、 泉 、海 峡 、 茂 み 、 山、 家 畜 、 羊 飼 い 、 時 に は 神 々 や 物 語 を表 す 人 物

た ち、 例 え ば トロヤ 戦 争 と か 、 あ る い は さ ま ざ ま な 国 を経 め ぐ る オ デ ュ ッセ ウス の物 語 や 、

実 際 の 歴 史 に基 づ く他 の 主 題 。」 〔私 訳 〕

大 プ リ ニ ウ ス の 発 言 に 関 連 す る 「聖 な る 牧 歌 的 風 景 」 が 、 マ ウ の 提 唱 し た 第 三 様 式 発 生

の 時 期 、 す な わ ち 帝 政 初 期 に 対 応 して い る の に 対 し 、 こ の ヴ ィ ト ゥル ヴ ィ ウ ス の 発 言 は 先

行 す る 共 和 制 末 期 の 第 二 様 式 に 関 連 付 け ら れ て い る 。

8)「 仮 面 の 間 」 壁 画 群 の 多 様 な コ ン テ ク ス トに つ い て はLeach1988、pp,の 詳 細 な 議 論 を 参

照 。

9)Rostovtzeff1911,pp.12-22;Peters1963,pp。35ff.な お 各 モ テ ィ ー フ の 同 定 は は 著 者 に よ っ

て 多 少 異 な る 。

10)ロ ー マ 美 術 に お け る 鳥 鰍 的 表 現 、 と く に 古 代 末 期 に お け る そ れ に つ い て は 、G.Wataghin

Cantino,"Vedutadall'altoescenaavolod'ucello.Schemicompositividall'ellenismoallatarda

antichita",RivistaIst.Naz.Arch.St.盈4吻(1977),pp.30-107.が 総 括 的 議 論 を 行 っ て い る。

よ り最 近 で はLeach1988の 第 二 章:"LocietImagines:TheDevelopmentofTopographical

SystemsinRomanLandscape"(pp.72-143)が 同 時 代 文 献 の 詳 細 な 検 討 に よ っ て 古 代 ロ ー

マ の 地 誌 的 表 現 を 論 じて い る 。 「ナ イ ル 河 風 景 」 モ ザ イ ク に つ い て は 、 そ の 制 作 年 代 に つ

い て の 議 論 を 含 め 、 と く にpp.91-95。

11)こ の よ う な 視 点 か ら の 参 詣 曼 茶 羅 固 有 の 表 現 方 式 に つ い て は 、 拙 著 「イ メ ー ジ ・リ ー デ ィ

ン グ 再 考 一 那 智 参 詣 曼 茶 羅 に よ せ て 」 『金 沢 美 術 工 芸 大 学 紀 要 』42、(1995)pp .111～130

を 参 照 さ れ た い 。
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